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「【生活者に聞く!】 第35回 年末年始の過ごし方について」 

若い世代もお歳暮購入は半数以上が百貨店で。 

年賀状を送るのは約7割。年末年始の支出は抑えめ。 

詳細は月刊『アイ・エム・プレス』 Vol.213（2014 年 2 月号）誌上で！ 

 

株式会社アイ・エム・プレス（東京都文京区）は、月刊『アイ・エム・プレス』掲載の連載「生活者

に聞く!」シリーズ（調査主体：（株）アイ・エム・プレス／調査協力：（株）ドゥ・ハウス）において、

年末年始の過ごし方についてのネットリサーチを行いました。 

 
＜調査の概要＞ 
 
調査主体： （株）アイ・エム・プレス 
調査協力： （株）ドゥ・ハウス    
調査期間： 2013 年 12 月 13 日（金）～16 日（月）  
調査方法： （株）ドゥ・ハウス ｍｙアンケート  
調査対象： 首都圏・近畿圏在住の 20～60 代の男女（年代［10 歳刻み］均等割付） 
サンプル数： 1,020     
 
        
 
＜調査結果紹介＞ 
 
●お歳暮を贈ったのは全体の4割 

うち約半数が百貨店で購入 

2013 年のお歳暮については、「贈らなかった」が全体の 60.0％で、40.0％が贈っていました。贈った

件数を見てみると、「2～3件」が最も多く、贈らなかった人も含めた全体の 15.8％、「1件」が 9.4％、「4

～5件」が 8.7％、「6～9件」が 3.7％、「10件以上」が 2.4％となっています。 

また、「贈らなかった」人の割合を年代別に見てみると、20代で 74.0％、30代で 69.6％、40代で 63.2％、

50 代で 52.0％、60 代で 41.2％と年代が下がるほど割合が高くなっています。お歳暮の習慣は、いずれ

静かに消滅していくのかもしれません。 

 贈ったお歳暮の品をどこで購入したかについては、「百貨店」が 49.3％でトップ、次に「スーパーマー

ケット」が 28.9％、「ネット通販」が 23.3％など（図表 1）。これを年代別に見ると、「百貨店」の利用割

合が高いのは意外にも若い層で、20代では 58.5％が、30代では 54.8％が利用し、40代は 42.7％、50代

は 46.9％、60 代は 48.3％となっています。また「ネット通販」は、30 代が 33.9％と最も利用割合が高

いですが、40 代、50 代、60 代もそれぞれ 21.3％、23.5％、22.5％と 2 割以上が利用しており、20 代が

15.1％と最も利用割合が低くなっています。 



 

 

●新年のメッセージを送るのは 7 割強 

 年賀状については、全体の 29.6％が「送らない」としており、送るのは 7 割強（図表 2）。「郵便・宅

配で送る」というトラディショナルな方法を使う人は、全体の 62.2％でした。 

年代別に見ると、20 代では 41.7％と 4 割以上が「送らない」としており、「郵便・宅配で送る」のは

45.1％と半分以下。逆に 40 代以上では、「送らない」としたのはいずれも 2 割強で、約 7 割は「郵便・

宅配で送る」と回答。「e メールで送る」については、20 代で 19.6％、40 代で 16.7％、60 代で 12.3％、

30代で 11.8％、最も回答比率が低かった 50代でも 9.8％と約 1割が eメールを利用していました。 

 



 

●予算を抑えて、臨時収入は当てにせず？ 

 お歳暮や外出などにかかわる年末年始の出費については、「お金はかけない」が 23.4％（図表 3）。何

らかのお金をかける場合でも、「1 万～3 万円」が 23.8％、「3 万～5 万円」が 18.0％、「1 万円未満」が

15.4％と、5 万円未満で 57.2％と過半数に達しており、多くの人がかなり予算を絞って行動している様

子が見てとれました。「お金はかけない」としたのは 20代では 33.3％と 3分の 1、30代では 29.4％、60

代では 21.6％、50 代では 19.6％、40代では 13.2％でした。 

 何らかのお金をかける人に、その出費を何で充当するかを聞いたところ、金額がそう多くないだけに、

「自分の給料」（43.3％）、「家族の給料」（26.0％）と通常の収入でまかなう人が多く、以下、「預貯金」

（21.3％）、「自分のボーナス」（10.0％）、「家族のボーナス」（6.5％）、「親や親戚からの援助」（0.8％）、

「友人・知人からのおごり」（0.5％）、「その他」（1.3％）などとなり、「まだどうするか決めていない」

が 13.8％となっていました。 

 

 

詳しい調査結果は、1月25日発行の月刊『アイ・エム・プレス』Vol.213（2014年2月号）に掲載してい

ます。月刊『アイ・エム・プレス』Vol.213の詳細は、http://www.im-press.jp/magazine/ から。 

 

 
月刊『アイ・エム・プレス』Web サイトから 

全設問の調査結果をダウンロードしていただけます(無料)。 
http://www.im-press.jp/magazine/1000s.html 

 

 
 
 

 

 

＜株式会社アイ・エム・プレス＞ 

代表取締役社長： 西村道子 

業務内容：出版、セミナー企画、調査、編集 

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-14-14 ユニテビル 6Ｆ 

＜本リリースに関する問い合わせ先＞ 

（株）アイ・エム・プレス 編集部／edit@im-press.jp までお気軽にお問い合わせください。 

TEL：03-3815-8991 ／ FAX：03-3815-8957 ／ URL：http://www.im-press.jp/ 

http://www.im-press.jp/magazine/
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